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藤岡作太郎

「李花亭日記」美術篇

藤岡作太郎著『近世絵画史』自筆原稿日記より　須賀川での亜欧堂田善調査［明治 35 年 8 月 6 日］
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史
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史
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︒
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お取り扱いは

関連書籍

五姓田義松史料集蜷川式胤「八重の残花」
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明治期の国文学者藤岡作太郎（1870～ 1910）の著した明治 32～ 36年の「李花亭日記」（石川近代文学館蔵）、および
美術に関連の深い紀行文を選出して翻刻する。作品鑑賞記や寺社拝観記、美術研究者や文学者らとの交流が綴られる
など、名著『近世絵画史』 （明治36年刊）の執筆背景や、明治期美術界の情況を知るうえでの貴重な史料の公刊。
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【在庫僅少】

古建築研究のパイオニアであり、近代の文化財
保護の基礎を築いた関野貞（1868～1935）の
記した日記・日録の翻刻。近代日本の文化財行
政の発展過程が克明かつ具体的に記述されて
いる重要資料。

洋画家・五姓田義松の日記・書簡、支出明細や執筆料、
留学時代の覚書など、多岐にわたる資料を収集・再構
成し、編者による解説を併載。幕末から明治の動乱期
に生き、10年にわたる滞欧を果たした五姓田義松の生
涯を再評価し近代日本美術史への新知見を提示する。

正倉院宝物殿の本格的調査研究の資料である、
明治政府に出仕していた好古家蜷川式胤の日
記「八重の残花」を翻刻、現存する正倉院所蔵の
宝物とあわせて詳述する。正倉院宝物のみなら
ず日本の文化財研究に広く貢献する一書。


